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平成27年５月20日 

各  位 

 会 社 名  ア ド ア ー ズ 株 式 会 社 

 代 表 者 名  代 表 取 締 役 社 長 齊 藤 慶 

 （証券コード番号 ４７１２・JASDAQ） 

 問い合わせ先   経営企画部 部長 杉 原 優 子 

 電 話 番 号  ０ ３ － ５ ８ ４ ３ － ８ ８ ８ ８ 

 

中期経営計画策定に関するお知らせ 

 

 

当社は、この度、平成28年３月期を開始初年度とする当社グループ中期経営計画を策定いたしまし

たので、その概要に関してお知らせいたします。 

 

記 

１. 中期経営計画策定の背景 

当社グループは、アミューズメント事業を主力事業と位置付け、また、当社及び当社子会社を含め

た不動産事業を第２の柱として事業展開しておりましたが、昨今のアミューズメント業界の低迷に加

え、消費税増税の影響等により、主力事業では厳しい状況が続くものと考えております。このような

中、前期においては当社グループのこれからの企業成長を鑑み、新たな事業の構築を経営課題と掲げ、

株式会社日本介護福祉グループを取得し、新たに介護事業を開始いたしました。 

今期については、新たに加わった介護事業の事業構築に加え、既存事業における収益の拡大に取り

組むなど、当社グループの今後の更なる企業成長に向けた実行年度であると考えております。よって、

各セグメントにおける中長期的な成長戦略を含めた明確な数値目標を掲げ、全社員一丸となって当社

グループの業績拡大に取り組んでまいります。 

 

２．中期経営計画の概要 

 中期経営計画では、「面白さと楽しさと安心を提供し続ける企業グループを目指します」をビジョ

ンに掲げ、３年後に売上高330億円、経常利益14億円、ＲＯＥ８％の目標達成に向け、①介護事業の

事業基盤の構築と、②アミューズメント事業における施設運営だけでなく、アニメコンテンツ等を活

かした総合アミューズメント事業への業容拡大を大きな施策の柱として、下記記載の各事業セグメン

トの成長戦略を着実に実現することで達成を目指します。 

 なお、中期経営計画の遂行においては、当社グループ会社だけでなく、親会社であるＪトラスト株

式会社（以下、「Ｊトラスト」といいます。）を含めた各社との連携を強化し、実現してまいります。 

 

（１） 計画期間 

平成28年３月期（2016年３月期）から平成30年３月期（2018年３月期）までの３カ年 
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（２） 各事業セグメントの成長戦略 

各事業セグメントにおける成長戦略は次のとおりとなります。 

事業区分 成長戦略 

アミューズメント事業  アニメコンテンツ等の活用・開発による総合アミューズメ

ント事業の確立 

 Ｊトラストの活動基盤を活かしたアミューズメント施設

の海外展開 

不動産事業・商業建築事業  各種施策による収益拡大 

 Ｊトラストの事業基盤を活かした、日本基準の住宅等の東

南アジアでの展開 

介護事業  課題解決を目的とする２つの施策「施設利用者の拡大」と

「介護人材の獲得・育成」の実施による事業基盤の確立 

 当社グループの目指す一体型介護サービスの展開 

  

※なお、中期経営計画の詳細につきましては、当社ホームページ（http://www.adores.co.jp/）に 

おいて、平成27年５月25日（月）に掲載する予定であります。また、平成27年５月28日（木）に

開催する機関投資家及び証券アナリストの皆様を対象とする決算説明会において、中期経営計画

に関する説明についても併せて実施する予定であり、説明会の模様は後日ホームページにてオン

デマンド配信する予定であります。 

 

（３） 数値目標 

 （連結）                               （単位:百万円） 

 平成27年３月期 

（前期実績） 

平成28年３月期 

（今期予想） 

平成29年３月期 

（２年目計画） 

平成30年３月期 

（３年目計画） 

売上高 23,399 25,000 29,000 33,000 

営業利益 664 600 1,200 1,700 

経常利益 551 500 1,000 1,400 

営業利益率 2.8％ 2.4％ 4.1％ 5.1％ 

 

※  本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報およ

び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異

なる可能性があります。 

 

以 上 

 


